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「痛みと天気、その不思議な関係」 

 

「痛めている膝がうずくから、もうすぐ雨が降るよ」などと言って“天気予報”をする人が

います。この人たちは、どうやって天気の変化を予知することができるのでしょうか？ 

 関節リウマチなどの患者さんの慢性の痛みが天候の影響を受けることは各種の統計調査

で証明されています（天気痛と呼びます）が、両者の因果関係は不明でした。そこでまず私

たちはラットを使った動物実験でこの現象のメカニズムを明らかにして、有効な予防法と治

療法を見つけようと研究を続けてきました。 

 ネズミ（ラット）の後足の神経や関節に処置を施して、軽い“慢性痛”の状態にします。

このネズミは痛みを感じると、処置をした後足を持ち上げる動作をします。また、足の裏に

軽い圧刺激を与えても痛みを感じて後足を引っ込めます。そこで、この「慢性痛ラット」を

環境実験室に入れ、気圧を低気圧が接近する程度（10～27hPa の減圧）下げて、痛み行動に

与える影響を観察しました。 

 観察を 5分間ずつ行った結果、ラットが痛みを感じて後足を上げていた時間の累計は、大

気圧の場合は約 40秒でしたが、低気圧状態では約 70 秒に増加しました。また低気圧状態で

は、通常は痛みを感じない程度の圧刺激でも足を引っ込めて痛みを感じるようになりました。 

 実験を続けるうちに、気圧の変化を感じるセンサーが内耳に存在する可能性が高いことが

分かりました。また、気圧を低下させると血圧と心拍数がそろって上昇し、血液中のノルア

ドレナリン（交感神経の伝達物質）の量が上昇することも明らかとなりました。気圧低下は

ラットの交感神経の緊張を引き起こすものと考えられます。 

 慢性痛はストレスなどで交感神経が緊張すると悪化することが特徴です。よって、低気圧

が近づくと内耳の気圧センサーが大気圧の変化を感じ、その結果交感神経の緊張が生じて神

経や関節が痛むというメカニズムが存在するものと思われます。 

 これらの実験結果を臨床応用することを目的として、現在は「天気痛」を持つ患者さんの

ご協力を得て、人工気象曝露実験も行っています。本セミナーでは、この研究で得られた結

果もご紹介いたします。  
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